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人が93戸、3 ～ 4人が20戸、2人が5戸で、6 ～ 8人規模が最多で全体の
約74％を占める。6～ 8人の家庭とは、一世代に一組の夫婦で3世代ある
いは4世代同居という直系家族である。
　二、男子がいない家は、原則として長女が婿を迎える。
　三、婿入り時には、チベット族の正装一式、馬や牛数頭を持っていく。
牛がない場合は羊を代わりとする。婿入り後は妻方の当主となり、財産の
所有権や使用権を妻と同等にもつ。徳米村のYAが30年前に婿入りした
時は現金900元と正装一式、馬1匹、ヤク1頭、乳牛1頭を持参した。実家
の財産の継承分をもっていくという意味をもつ。
　四、女性は、原則として他家に嫁ぐ。嫁入り道具はチベット族の正装と
飾り物一揃え、現金などである。実家の財産分与の意味をもつ。近年は経
済条件が良くなっており、日月星辰の一揃いの飾り物（数万元）をどの新
婦も嫁ぎ先に持っていく。また現金を一般に7，8万元、多い場合は10数
万元もっていく。結婚の祝金は、親戚は一般に5000 ～ 6000元、多い場合
は1～ 2万元、普通の友人でも最低でも200元である。親戚友人から贈ら
れた祝金もすべて新婦に持たせるため、新婦の持参金は総額40 ～ 50万元
にもなることがある。これらはすべて嫁ぎ先の財産となるが、新婦も新郎
と同等の財産権をもつ。ただし、離婚の場合はこれらを実家に持ち帰る。
これに対して、当時、新郎側が新婦側に贈ったのは、新婦の父に酒、新婦
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の母にバターだけだった。ヒトの移動は財産の移動を意味するといえる。
　五、婚姻圏は狭く、村内が主であるが、郷内の他村の場合もある。
　六、1980年代まで親が決める結婚が行われ、双方の兄弟姉妹を組みあ
わせる交換婚もあった。
　七、瓦多でも、70歳代以上の世代までは「走婚」が行われていたらしい。
彼らの社会では（法律上の）婚姻外の子供すなわち私生児は社会的な蔑視
を受けない。走婚の男女間が安定していて、みな（世間）が子供の父を知っ
ている場合は、子供は私生児とはいわない。父親が誰であるかわからない
場合のみを私生児という。
　八、分家の際には、財産や土地の分配は父母が決める。家族の頭数およ
び実情に基づく。村内ではこれまで一戸のみが分家した。現在は「計画生
育」が浸透して子供は2～ 3人となって人口が減少したため、兄弟の一人
が両親の房名を継いで当主となり、他は婿入りしており、分家が必要にな
ることはあまりない。
　以上によれば、下扎巴では一世代一組の夫婦が原則で、女性が男性側に
入る婚姻と、男性が女性側に入る婚姻が同様に行われているといえる。ま
た、当主は男性が担うが、財産所有の権利は夫婦均等であり、男女とも婚
出する場合は財産の均等分与に相当する装飾品や現金を持っていく。
　これらは、典型的な母系的家族形態ではないものの、男女が同様に婚出
し、同等の財産権をもつことなど母系制の展開ともいえる。母系と父系の
境界は曖昧である。
　このほか家族の重要な機能の一つに、老人の扶養がある。例えば彼らの
社会では、夫が死んだ場合、残された妻（寡婦）が両親を養う。再婚は少
ない。寡婦が外部で他の男性と関係を持ったとしても、婿として迎えるこ
とはできない。また、夫婦に子供がいない場合は、夫側と妻側の親戚が一
堂に会して話し合い、夫側から男子を、妻側から女子を選んで夫婦とし、
彼らを夫婦養子とする。次の③AZの事例である。
　③AZ（男性52歳　房名は阿白）は、4人の兄弟姉妹の3番目である（図
4）。一番上の姉と妹は本村の男性に嫁ぎ、兄が阿白家を継いで両親と暮ら
した。AZ本人は、信用社に勤めている父の弟に跡継ぎがなく老後をみる
者がいなかったため、親戚間で相談して異なる家から娘と息子をだして結
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婚させることになった。まず小学生の女子が養子となり、7，8年後にAZ
が養子となって1987年に結婚し、房名阿白を継いだ。結婚時に男性側の
AZがもっていったのは、1畝の耕地と5，6頭の牦牛、チベット族の正装
一揃えで、当時としては高価なほうである。その後、最初の妻が子供を産
まないまま病死したため、両家が再度話し合い、妻の妹が13歳で嫁入りし、
16歳で第一子を産んだ。3人の子供がおり、長女（22歳）は双流で大学に
通い、長男（20歳）も大学生、次男（19歳）は小学校卒業後、17歳で出
家してチベット仏教学院でラマの修行中である。
　また、かつては漢族男性の婿入りが少なくなかったという。閉鎖的な地
理環境のなかで村内を中心とした外婚制の婚姻を継続していくことには困
難もあった。そのため当地にきた漢族は婿として歓迎された。民国期には
道孚県の金鉱に多くの漢族の金鉱夫がきており、村々を回る漢族の匠人や
小商人も結婚の対象であった。④は、瓦多郷徳米村の漢族を父にもつ漢族
男性の例である。下扎巴の婚姻慣習にそって婿入りし、当主になった。
　④LZ（76歳漢族）は、父が安岳県出身の漢族、木匠で、本村に働きに
図4　AZ家　阿白（房名）
［凡例］	図2と同じ。AとBは姉妹。
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来て婿入りした。両親はともにすでに死亡。JZは長男で当主となり、父
に習って木匠になった。2人の弟と妹がいる。上の弟は婿入りし、下の弟
は亡くなった。LZには4人の娘がいる。長女（53歳）が郷内の交吾村出
身の婿を取り、下の3人は嫁いだ。長女には2人の娘と息子がいて、上の
2人の娘は嫁ぎ、下の息子が当主になって娘2人と息子をもうけた。LZは、
長女夫婦、孫夫婦と子供の4世代同居である（図5）。
　なお、婚姻に関わる儀式は、一般的な嫁取り婚と同じでかなり煩雑であ
る。AZによれば、徳米村の婚儀のプロセスは、婚約、新婦側の宴、新郎
側の宴、里帰りを経る。婚約には、舅舅あるいは一族で信望のある者が酒
一瓶とハタ一枚を持って申込みにいく。先方がそれを受け取ったら成立を
意味し、まず小規模な儀式を行い、1，2年後正式な婚儀を行う。嫁迎えは、
新郎側から3人の話上手な者が酒とハタ、新婦の母に正装一揃えを持って
図5　LZ家
［凡例］図2と同じ
??
??
? ??
??
?????
??
ジャバ・チベット族の習慣法（一）
― ―231
いく。新婦側では親類が前日に集まって宴を開き、新郎側はイロリに最も
近い柱「米REI」にハタを奉げる。婚儀は3日間行う。一日目は新婦側、
二日目は早朝に新郎側が嫁迎え、途中の道で3回の接待がある、一回目は
新郎側が馬に乗ったまま酒を飲み、ハタを奉げる、二回目も同様、三回目
は新郎家入口で、新郎側親戚が迎えの言葉をのべる。新婦が馬を降りる場
所には雍仲記号を描いた敷物を敷き、座席までの道にはザンバとチンクー
麦を撒く、付き添いの2人の男性と2人の女性は向かい合って座り、酥油
をたらした牛乳を飲む。新郎側新婦側が互いにハタを贈る。新郎新婦はサ
ンゴを交換し、皆が祝金とハタを贈る。3日目早朝、新婦側親戚が帰宅。
里帰りの日を占い、新婦の実家に1週間ほど滞在する。
（三）上扎巴の走婚と婚姻
　馮［2010］によれば、上扎巴の婚姻には、次のような規則（習慣法）が
ある。一は、同一の房名を持つものは血縁関係にあり、通婚できない。二
は、血縁関係や婚姻関係のある親類とは通婚できない。なお養父母、養子
間のような疑似的親類はこれに含まれないが、通婚すれば人々の譴責をう
ける。三は、兄弟姉妹や血縁の男女間で性的な話を話題にしてはならない。
夜、男性が家屋の壁をよじ登って女性の下に通う姿を姉妹にみられてはな
らないし、身重になった姿を舅舅や兄弟にみせてはならない。それは本人
たちにとって恥であるとされる。走婚は本人どうしが内々で行うことで
あって、性的関係の自由を意味するものではない。彼らの社会では、家族
を含む人前での性的な言葉や行為も厳しく抑制されている［馮2010：138―
140］。
　また上扎巴の「走婚」について、馮は次のように説明する。走婚はジャ
バ語では「熱作依兹」といい、熱は女性、作は寝る、依兹は行くの意味で、
女性の下へ寝にいくことである。この関係にある男女は「呷依」とよばれ、
呷は愛、依は対象で、愛人を意味する。女性は実家で暮らして嫁がず、男
性が女性のもとを夜訪れ、明け方に帰る。男性は女性の家族には知られな
いように通い、関係が安定し、子供ができたら公にする。生涯に複数の「呷
依」をもつが、短期と長期の関係がある［馮2017：145―150］。すなわち
馮のいう「走婚」とは、社会的認知を経た、安定した関係をもつ「呷依」
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どうしが同居はせず、両者とも実家を生活基盤として、男性が女性の下に
通うという「走訪婚」である。また1980年代から実施された「計画生育」
によって結婚登記が義務づけられてからは、結婚登記を行い法律上の夫婦
になっても同居せず、男性が女性の下に通うという形態も行われている。
　では、馮が調査した2007年当時の扎巴の婚姻形態はどうであったのか。
馮［2010：145―179］によれば、上扎巴ではなお走婚が行われ母系制が主
であるが、下扎巴の下拖郷ではすでに走婚率は低く、嫁取り婚が約半数を
占めた。道孚県扎巴区5郷の婚姻状況統計表によれば［馮2010：137］、
16 ～ 75歳の男女既婚者のうち走婚率は上扎巴の仲尼、紅頂、扎拖の各郷
では平均65％であるが、亜卓は51％にさがり、下扎巴の下拖は18％、瓦
多は4％まで低下している。逆に、女性が男性に嫁ぐ嫁取り婚は仲尼、紅頂、
扎拖、亜卓が19、9、9、17％であるのに対して、下拖は49％、瓦多郷交
吾村は64％に達する。
　これによれば、上扎巴の走婚と婚姻形態には次のような特徴や変化がみ
られる。まず、上扎巴では依然として走婚の慣習が根強い。男性にとって
妻子を養うという負担がほとんどないからであるという。ただし走婚にも
伝来の習慣があり、それを無視することはできない。走婚は16歳前後か
ら始まり、告白は一般に男性側からである。関係を成立させるには「搶東
西」（男性が女性の飾り物を奪う）によって必ず女性の同意を得、つぎに「爬
房子」（男性が女性の家の外壁をよじ登って女性の部屋に入る）を行う。
男性は夜密かに女性のもとを訪れ、朝帰る。女性の家族に知られたら恥と
される。関係が安定したら両親につげる。或いは1，2年後に女性が妊娠
したら2人の関係を公開する。子供の養育に関して男性に経済上の責任は
なく、女性側の子供として育てられる。
　しかし、1978年に道孚県で計画生育政策が施行されてからは、走婚に
大きな変化がおきた。子供ができたら必ず婚姻届を政府に提出して、法律
上の夫婦関係と親子関係を明らかにしなければならない。もし男性が結婚
登記を拒否して走婚関係を解消する場合は、男性は女性に賠償金を支払っ
たうえに、子供が18歳になるまで養育費を払い続けなければならないと
された。そのため、人々はこれを受け入れ、子供ができたら必ず法律上の
登記を行うようになった。ただし、大多数は法律上の夫婦になっても同居
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という形はとらず、夜に妻のもとを訪れて朝帰るという従来の走婚の形態
を継続しているという。とはいえ、結果的に母系制家庭に外部（外姓）の
男性をいれるという形態への移行が確定した。また、心理上の変化も大き
く、多くの呷依をもつことをやめ、さらには一人の妻と子供との家庭を築
くために分家を選択する者もでている。
　また、近年は走婚の婚姻圏も拡大している。従来の婚姻圏は狭く、まず
村内、次に郷内であり、次のような理由があった。一は、村落は地理的に
険しい高山峡谷地帯にあり、他村との距離は近くて1～ 2km、遠い場合
は10数kmある。これは年中行事や宗教活動を共に行う範囲と一致し、同
一の祭祀集団を形成し、強い精神的な繋がりを共有している。二に、同一
村、同一郷では菌類や虫草などの漢方薬材を採取するという生産活動（副
業）を一緒にすることが多いことから、知り合う機会が多い。三に、近距
離であることは、夜通って朝帰るためには必須の条件である。そのため、
距離が遠く、山越を必要とする上扎巴と下扎巴の間で走婚が行われること
はほとんどなかった。四に、子供ができた時に、子供に頻繁に会って成長
を見守ることができる。上扎巴では子供の90％以上が父親が誰であるか
を知っている。なお、近年は道路が改善され、経済水準が向上したことで、
どの家にもバイクがあり、懐中電灯もあるため、通婚範囲が拡大している
という。
　また、女性が男性とともに独立して家庭をもつケースも、なお数は少な
いものの増加している。この理由について、馮敏は「近年は経済状況が向
上したために、家屋を購入して独立した家庭をもつことが可能な者が出現
しており、その中からこれを選択する男女がいる」とする［馮2010：135―
138］。
　さらに、母系制家庭において外姓の男性あるいは女性を迎えるという「対
偶婚」も増えている。これは、子供が男性のみ、あるいは女性のみの場合、
男女の分業体制を維持するために、一世代は夫婦一組を原則として、伝統
的に行われてきた婚姻である。馮［2010：137］の婚姻状況表によれば、
既婚者のうち対偶婚は上扎巴の仲尼16％、紅頂23％、扎拖27％、亜卓
32％で、下扎巴の下拖は34％で、かなりの割合を占めている。母系制家
庭は、女性だけで維持される家庭ではなく、袁［2011a］が指摘するよう
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に家内は女性が管理し、家外は男性が分担する。一世代には必ず男女が必
要であり、近年の経済発展のもとでは現金収入をもたらす男性の役割はま
すます重要となっている。
小結
　今回の調査で明らかになったことは、以下のようである。
一．ジャバ・チベット族の母系制社会では、走婚によって母方側が子孫を
増やし、結婚および同居という形はとらず、子供は母方に属して育てられ
ている。しかし、一家の能力のある男性が戸主となって母系の房名を継ぎ、
明確な男女分業意識のもとで男性が対外的仕事、女性が内的仕事を担当し
て家庭経済を維持し、男女が同等に財産を共有する。彼らの社会では、女
性の社会的経済的地位は男性と同等であるが、政治的役割を担うものでは
ない。
二．母系家族を維持する上扎巴に対して、下扎巴では長男に房名を継承さ
せる直系家族の形態が多い。これは、馮［2010］がいうように、父系制へ
の移行を思わせるが、男性の婚出も女性のそれと同様に行われ、兄弟姉妹
が婚出する際には財産の均等相続に相当する金品が分与されており、母系
制の対偶婚の展開型とみなすべきなのではないだろうか。
三.　婚姻家族の変化は、上扎巴では1980年代以降の計画生育政策の浸透
によってもたらされ、走婚制は徐々に解体しつつある。また、子供の数が
強制的に制限されたことは家族数の減少と家族形態の変化をうみ、さらに
親子関係や男女関係の意識にも変化を及ぼしている。一方、下扎巴では、
走婚から登記を経た結婚への移行はすでにほぼ確立しており、それは文化
大革命頃からではないかと推測される。
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